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１．はじめに

平成 11年 6月 29日，気圧の谷の移動に伴い，広島県で土砂災害が多発した．特に，広島北西部及び呉市を

通る北東に延びた帯状に豪雨が来襲し，多くの土砂災害が発生している 1)2)．土砂災害の発生は，地形，地被，

地盤等の特性と土壌内水分量で決まる．したがって，地形・地質の条件が似た場所では，土壌内水分量に対し

て災害発生限界を求めれば良い．網干・低引 3)は２週間雨量と当日雨量を用いて，瀬尾・船崎 4)は有効雨量と

有効雨量強度を用いて災害発生条件を整理し，森脇 5)は土壌内水分量と地下水位を求め，斜面安定解析から限

界条件を検討し，網干・低引に理論曲線を与えている．道上・檜谷 6)は，タンクモデルによる貯留量を用いた

発生限界について議論し，福岡・渡邊ら 2)は，この関係が広島北西部のまさ土斜面に適用できることを確認し

ている．この土砂災害は短時間に豪雨が集中したことが主な原因であるとされているが，個々の災害発生地点

の雨量について検討されていない．これは地上雨量計が災害発生地点近傍に設置されていなかったためである．

本文では災害発生場所の雨量を観測していた建設省羅漢山レーダー雨量と土砂災害発生の関係について示す．

２．当日雨量と災害発生場所

図１は，地上雨量計による最大 2時間雨量と災害発生場所

の関係を示す．●印のついた人的災害の発生場所では 2時間

雨量 90mm前後の場所で生じていることが分る．しかし，人

的災害が生じていなくとも，広島県内の 300箇所以上の場所

で土砂災害は生じている．これらの災害発生地点では土石流

等の流下堆積範囲に家屋等が存在していなかっただけで，危

険度には変わりがない．図２に各時刻までの当日積算レーダ

ー雨量分布を示す．図２と災害発生場所の関係を比較すると，

午後 12時ではまだ雨量は少なく，午後 3時には広島県北西部

の災害発生ラインにおいて，午後 6時には呉－東広島の災害

発生ラインにおいて降雨量が増大している．
図１最大２時間雨量と災害発生位置１）

３．前日までの積算雨量，当日積算雨量と災害危険度の関係

事前積算雨量や当日雨量は土壌内水分量を簡便に指標化したものである．実際には，降雨特性や流出などに

よって土壌内水分量は変化し，厳密には事前から飽和・不飽和浸透流解析やその他の流出モデルによって土壌

内水分量，地下水位などを求めることが必要であろう．流域が小さく流出系が線形系に近いならば，流出量を

考慮した降雨量の重み付き積分の形で土壌内水分量を推定可能であると考えられるが，重みが１である単純な

積算雨量を求めることは流出を考慮していないことを意味する．そのため，単純積算雨量を用いると危険度を

過大評価する可能性が指摘されている．事前雨量として，１週間積算雨量（降雨 23日-27日），２週間積算雨

量(降雨 17日-19日，23日-27日)の２通りを選び，事前降雨量と当日雨量の関係を網干・低引の土砂災害発生

限界区分で危険度の検討を行った．降り始めは 23 日であるが，森脇の飽和・不飽和浸透流解析によると 5)，

広島県まさ土の斜面及び土壌の条件では降雨期間として 10 日間とれば土壌内水分量は変化しないことが報告

されている．今回 20日-22日に降雨がないので危険度の評価には１週間積算雨量を選んだ．図３は，事前雨量

に１週間積算雨量を用いて，網干・低引の土砂災害発生限界領域区分図により，土砂災害発生危険度を色分け
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　　　　　　  (1) 当日積算雨量（12 時まで）　　　　　　  (2) 当日積算雨量（15 時まで）　　　　　　  (3) 当日積算雨量（18 時まで）

図２　レーダー雨量による各時刻までの当日積算雨量分布（単位：mm）

             
　　　  　　 (1) 当日積算雨量（12 時まで）　　　　　　  (2) 当日積算雨量（15 時まで）　　　　　　  (3) 当日積算雨量（18 時まで）

図３　レーダー雨量による事前積算雨量と各時刻までの当日積算雨量分布による土砂災害危険度評価ＭＡＰ

して示したものである．網干・低引は危険度を無災害，災害発生（中小災害），大災害の３段階に分けている

が，図３では桃色の外側が無災害区域，桃色と橙色の間が災害発生領域，橙線と赤色の内側が大災害発生領域

であり，赤線の内側は当日雨量が大災害領域を 50mm上回る範囲である．なお，事前雨量，当日１日積算雨量

に関して，地上雨量とレーダー雨量に 10％程度の差異があった．ここでは赤色の範囲が実際の災害発生領域

と対応していることがわかる．12時の段階でも先行降雨の影響で危険な区域が現れ初め，15 時に広島県北西

部の山地が危険領域になっていること，18 時にはその危険領域が北東に拡大し，呉市，黒瀬町，東広島市な

どが危険区域に入っていく．これを事前２週間積算雨量で行うと，広島県内の事前雨量が 250ｍｍ～300ｍｍ

となっているために，広島県のほぼ全域が災害危険区域と判定され，危険度を過大評価する結果となっていた．

４．おわりに

レーダー雨量を既往の災害発生判定の入力として用いて，平成 11 年広島災害の危険度分布を評価した．事

前降雨量を１週間に採った場合に災害発生区域との対応関係が明瞭であった．危険度評価には地形や地質等の

分布を考慮して土壌内水分量を求める必要がある．そのためには，地形・地質等の GIS 情報とレーダー雨量

を組み合わせて，山地斜面の流出，土壌内水分量の評価を行って，最終的な危険度評価を行う必要があろう．
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